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（所属　役職）

　　
○後輩へのメッセージ（3行以内）
○理工系に進んだきっかけ（3行程度）　　　　　　　　　　　　　　　（写真↑）　　
○転機や飛躍に関するエピソード（3行以内）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（就職、転職、留学等のエピソード、ライフイベントとの両立に関するエピソードなど）
○プロフィール（大学卒業からの略歴）
○現在の仕事の分野
○研究者の情報へのリンク
（さらに詳細な研究者の情報を提供するために、JSTのReaD研究者情報データベース※に中のご本人のページへのリンクを張りたいと思っております。未登録の方は新規登録をお願いします。またデータが古い方は最新データへの更新をお願いいたします。その他、個人のホームページ等がある場合にはそちらへもリンクしたいと思いますのでURLをご記入下さい。）
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※ReaD研究者情報データベース
ReaD( http://read.jst.go.jp/ )は、産学官連携、研究情報の活用、研究開発活動の促進

を目的として、国内研究者等の情報を網羅的に収集・提供するサイトです。約20万人の研究者に情報を登録いただき、1100万件（平成20年度）を超えるアクセス件数があります。登録された情報は、非公開項目を除きインターネットで公開されます。研

究成果の利用促進や共同研究等の推進に資するとともに、国等の学術・科学技術政策立案の調査等で活用されています。

応物花子

（△△株式会社　半導体研究所研究員）
　　
○後輩へのメッセージ

　理系の職業では一般的に女性が少ないですが、多くの人は男性の中で特に女性であることは意識せずに仕事をしています。また、少ないだけに女性の結束が強く、貴重な仲間作りができます。

○理工系に進んだきっかけ

　高校の時の物理の授業がきっかけで物理を好きになりました。それまで自然現象は偶然の重なりでなりたっていると感じていましたが、重力加速度の実験で、自然現象は数式で表現できることを知り、感動し、物理に進むきっかけとなりました。

○転機や飛躍に関するエピソード

30歳の時に海外留学することになり、1年半海外でポスドクを経験しました。それまで自分の中にあった狭い常識の多くが崩れると共に、自由な発想と意思で行動している人たちと触れ合い、自分の考えや行動も大きく変わりました。
○プロフィール（大学卒業からの略歴）
1992年　○○大学工学部応用物理学科卒

1994年 　○○大学大学院工学研究科応用物理学専攻修士課程修了
1997年 ○○大学大学院工学研究科応病物理学専攻博士課程終了
1997年　米国□□大学物理学会ポスドク

1999年　△△株式会社入社　半導体研究所にて表面研究に従事
工学博士
○現在の仕事の分野

　半導体表面の物性研究
　2005年　半導体の光物性に関する論文にて応用物理学会特別論文賞
　2006年　半導体発光素子の特許が5カ国にて登録

○研究者の情報へのリンク

http://www.jst.go.jp/gender/advisory/kodate.html
以上
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